
　南海トラフ巨大地震の20年以内の発生確率が50-60%か
ら60%程度に引き上げられ、その切迫性がさらに高まってき
ています。人口減少・過疎高齢化が進行し、地球温暖化の
影響も相まって風水害や土砂災害が激甚化・頻発化する傾
向にあります。徳島県内のイノシシ被害が全国ニュースにな
るなど、環境・生態系の問題も顕在化してきています。
　こうした課題に対応するためには、環境・生態保全と防
災を一体として捉え、工学、理学、農学、人文・社会学、医学・
薬学・歯学・看護学の知恵とアイデアを結集し、解決策に
繋がる研究が求められましょう。また他大学等との連携や
大学・行政・企業・市民の協働による取り組みも重要です。
　本センターは平成16年4月に環境・社会の持続可能性を
高める研究や取り組みの拠点となることを理念に設置・改
組され、最先端の研究・技術開発、教育・人材育成、社会
実装、市民アウトリーチ活動を行ってきました。これからも
これらの活動を継続する
と共に、地域社会への貢
献から国際的な貢献にも
つながるように微力を尽く
して参りたく思っていま
す。今後も皆様からのご
支援・ご協力をお願い申
し上げます。
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徳島大学環境防災研究センター

研究部門

自然災害、
新型コロナウィルス、
危機管理、
リスクマネジメント、
BC（事業継続）・レジリエンス、
防災教育

キーワード

　自然環境の保全・修復・再生を目的に、環境影響評価手法、自然
再生手法、気候温暖化の緩和策等に関する研究・開発を行います。
また、グリーンインフラとしての生態系・生物多様性を地域活性、
及び、温暖化によって増大する洪水災害、南海・東南海地震に伴う
津波災害の低減に活用してゆくための研究を行います。そして、研
究成果に基づいた政策を提言し、行政・市民
団体・企業等とともに実践してゆきます。

生態系、生物多様性、
自然再生、
気候温暖化対策、
グリーンインフラ、
生態系を活用した防災
（Eco-DRR）

キーワード

環境研究部門
部門長　鎌田  磨人 教授 　本プログラムは、地震や水害等の大規模広域災害や多様化かつ

グローバル化する危機に対して適切に対応できる専門家の養成を
目指し、社会人や大学院生などを対象に、香川大学と徳島大学が共
同で実施しています。
　本学では、「行政・企業防災・危機管理マネージャー」養成コー
スを開設しております。本コースは、厚生労働省「専門実践教育訓
練給付金」対象講座に指定されており、働く人の主体的で、中長期
なキャリア形成に資する内容ですので、最新の防災・危機管理を
学んでみたい社会人のみなさまの受講をお待ちしております。お
気軽にお問い合わせください。

四国防災・危機管理プログラム

　「生物多様性とくしま会議」との協働で実施されている本講座は、
徳島県・勝浦川の源流域から河口域までのフィールド体験を軸に、
生物多様性や生態系サービスの重要性を五感を使って学びます。
要件を満たした修了者は生物多様性リーダーとして徳島県から認

定され、県内各地域でそれぞ
れの強みや特技を生かして
活動するほか、本講座で企画
運営に携わり、リーダー育成
に貢献するなど、生物多様性
の普及啓発に努めています。

勝浦川流域フィールド講座

　本講座は、（特非）日本防災士機構の認証を受けて開講してい
ます。4ヶ月にわたり大学生と社会人が学ぶ長期講座および数日
間集中の短期講座は、「徳島県地域防災推進員」の育成を目標に
徳島県と徳島大学が連携して実施するもので、一般の方も受講
が可能です。講座修了生には「防災士」の受験資格が与えられます。
　なお、長期講座の修了生には「徳島大学防災リーダー」の資格
が付与されます。

防災士養成講座

　FM徳島のラジオ番組「T-Joint WEEKEND」内のコーナー「防災
Café」（毎週金曜17：45～18：00）では、防災士の資格を持つパー
ソナリティー・土橋琢史さんが、防災に関する身近な話題を提
供しています。当センターのスタッフが専門家としてゲスト出
演しています。放送後はPodcastでも公開されますので、ぜひお
聴きください。

FM徳島  防災 Café

　災害時医療活動には救急医療のみならず、避難中の健康管理
や疾病の予防や治療、被災者のこころのケア、更に死体検案があ
ります。医師や救急救命士が対応困難な現場では市民活動が望
まれ、心肺蘇生術の普及は重要です。しかし、地震災害では救命
不可能な損傷を受けることが多く、予防が重要です。これは死亡
者の死因分析なしでは行い得ません。また、損壊や腐敗の著しい
遺体に関わる家族や職業救援者のこころのケア体制も重要です。

緊急医療体制、災害医療、
被災者医療、衛生管理、
トリアージ、死体検案、
個人識別、家族支援、
こころのケア
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災害医療研究部門
部門長　西村  明儒 教授

防災研究部門
 部門長　馬場  俊孝 教授

主な事業内容

　今世紀前半に発生が危惧されている南海トラフ地震では、大
規模な地震被害や津波被害の発生が予測されています。また、近
年の急激な人間活動の拡大に起因する環境被害などにより、洪
水災害、強風被害、地震災害などが日常的に発生しています。防
災研究部門では、これら各種災害に対する被害予測や効果的な
防災対策を目指した基礎的・応用的研究を行います。

キーワード
地震、津波、洪水、強風、
地盤災害
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避難支援マップ作成ワークショップ

BC （事業継続）・レジリエンス
　近年、企業においても組織全体で災害やリスクに対応してい
く必要があり、事業継続計画（BCP）の策定はもちろん、事業継続
マネジメントに取り組むことが不可避となってきました。当セ
ンターでは、徳島県と協力して県内企業・団体を対象にBCP研究
部会を開催し、取組事例の発表やワークショップ等を通じて
BCP・BCMの向上を目指しています。組織や地域のレジリエン
スを高める取り組みについてもサポート等を行っております。
　BCP研究部会への参加やレジリエンス向上の取り組みについ
て関心がある方は、お気軽にお問い合わせください。

　南海トラフ地震や豪雨・台風などによる自然災害のほか、新型
コロナやインフルエンザなどの感染症も日常のリスクとして注目
されています。現代社会が直面するリスクを正しく評価し、被害を
最小化するためには日常の危機管理体制の構築が重要です。危機
管理研究部門は自然災害や感染症を視野に社会での対応方法に関
する研究、教育、社会活動を行います。また「とくしま大学環境防
災Café」など、各種公開講座等により情報発信を行います。

危機管理研究部門
部門長　小川  宏樹 教授

災害医療合同訓練

大里松原海岸の海岸林調査
尼崎運河の人工干潟での
市民協働生き物調査

　毎月1回、平日の18～20時に開催しています。当セ
ンターのスタッフ1～2名が研究や取り組みについて
最新の話題を提供し、出席者全員で意見交換を行い
ます。
　コロナ禍の影響で始まったオンライン開催は、遠隔地からの参
加が容易になったこともあり、定着してきています。本年度はオン
ライン防災ワークショップも実施予定です。環境と防災の両面か
ら地域の安心・安全を考える場として、お気軽にご参加ください。

とくしま大学 環境防災カフェ

　当センターでは、災害の起こった現場
へ赴き、調査や研究、聞き取りを行って
います。災害事例から得られる知見や教
訓、課題などを今後の地域環境づくりや
防災・減災に繋げる社会貢献活動をして
います。

災害調査


